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日日日日
第97回ミニ企画展

l巫El　ミニ企画展　新収蔵品展

■王■　ミニ企画　大津絵大図解

■歪■　学芸員のノートから

新収蔵品展
平成24年5月29日（火）～7月8日（日）

購入1　大津絵　天神　　1幅　江戸時代

大津絵天神の初期作。およそ350年前の作品。

当初の描き表装ではなく、軸木が桐の、珍しい江戸

後期の表具。画面の横幅は若干切られている。

天神は、文芸上達を祈願する本尊として、歌会や句

会で用いられた。

購入3　猿椎図　紀楳亭筆　　1幅　江戸時代

紀楳宇目734－1810）は、与謝蕪村に絵と俳謡を学び、

近江蕪村と呼ばれた。断崖上の日本猿が手に花をつまみ、

こちらに目線を向ける。文人画家が日本猿を描くのは珍

しく、屈託のない猿の表情に楳亭らしさが表れている。

購入2　松林独往図　皆川洪園自画彗　　1幅　江戸時代

膳所蒲主への漢学のこ進講役・藩政諮問、ならびに藩士の数百水準の

向上に功績のあった儒学者、皆川洪囚（1734－1807）による織灘］な描

写をみせる文人山水画。忠子の皆川允の極め若きが墨害された印託蓋

の箱を伴う。

大津市歴史博物館嘩
†■、」1、、・・・
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第
九
七
回
ミ
ニ
企
画
展

新
収
蔵
品
展

■
五
月
二
九
日
（
火
）
～
七
月
八
日
（
日
）
【
休
館
日
‥
月
曜
】

歴
史
博
物
館
で
は
、
毎
年
ミ
ニ
企
画
展
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
新
た
に
収
集
し
た
資
料
を
紹
介

す
る
「
新
収
蔵
品
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
些
三
年
度
は
、
希
少
な
古
大
津
絵
を
は
じ
め
、

皆
川
洪
園
や
紀
楳
亭
・
横
井
金
谷
の
文
人
画
、
明
治
初
期
の
石
山
寺
参
道
を
写
し
た
古
写
真
、

日
吉
三
橋
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
戦
後
高
度
成
長
期
の
大
津
を
記
録
し
た
写
真
頬
な
ど
、
大
津
の
歴

史
と
文
化
を
語
る
う
え
で
、
人
変
賀
重
な
賢
料
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
本
展
で
は
、
大

津
の
様
々
な
歴
史
の
一
端
を
、
新
収
蔵
日
日
U
に
よ
っ
て
触
れ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
家
庭

に
残
さ
れ
て
い
る
賢
料
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
契
機
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
、

【
購
　
入
】
　
（
表
紙
作
品
も
含
む
）

4
　
朝
熊
山
雨
宝
童
子
図
　
横
井
金
谷
自
画
贅
一
幅
　
江
戸
時
代

与
謝
蕪
村
凪
の
山
水
両
が
多
い
企
往
作
＝
州
と
し
て
は
粍
色
の
垂
逃
両
　
坂
本
に
在
住
し
て
い
た
＝
根
晩

牛
の
作
「
彼
の
i
＝
1
i
業
の
帽
の
広
さ
を
窺
わ
せ
る
作
目
州

5
　
手
彩
色
古
写
真
　
大
津
石
山
一
点
　
明
治
時
代

明
治
期
に
損
影
さ
れ
た
手
彩
色
に
よ
る
古
∵
〃
．
ハ
　
現
在
の
京
阪
小
皿
車
石
山
寺
駅
あ
た
り
か
ら
、
石
山

寺
方
向
に
侃
影
さ
れ
て
い
る

6
　
近
江
地
誌
　
一
冊
　
　
明
治
時
代

7
　
滋
賀
鮪
管
内
地
理
書
一
冊
　
　
明
治
時
代

6
は
滋
賀
県
私
・
．
り
．
教
育
会
に
よ
二
し
鋸
某
さ
れ
た
地
誌
＝
7
は
県
内
初
の
地
誌
教
勲
章
　
い
ず
れ
も

地
域
内
の
概
略
を
記
し
て
い
る
■

【
受
　
贈
】

1
　
紙
本
書
色
金
剛
童
子
像
一
幅
　
江
戸
時
代
　
　
　
　
　
滝
岡
早
一
郎
氏
寄
贈

金
剛
童
子
（
昔
章
子
）
は
、
密
教
絵
両
の
一
つ
・
当
初
の
彩
色
が
よ
く
残
り
、
江
い
時
代
の
密
教
絵

両
を
知
る
卜
で
貴
重
な
仏
画
‥

2
　
日
吉
三
橋
之
図
　
梁
古
筆
一
幅
　
江
戸
時
代
（
慶
応
二
年
＝
一
八
六
六
）
高
阪
正
夫
氏
寄
贈

擢
末
に
、
実
景
に
即
し
て
目
上
〓
∴
橋
を
描
い
た
真
景
図
∵
∴
橋
周
辺
の
様
十
が
記
録
的
に
描
か
れ
て

い
る
点
は
爪
〓
表
で
あ
る
　
三
橋
が
∩
※
社
境
内
の
言
机
物
か
ら
独
立
し
た
れ
所
と
し
て
近
代
で
は
扱
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
が
、
そ
の
初
期
の
例
証
と
な
る
作
目
…

3
　
日
枝
三
橋
上
酒
宴
図
　
冨
岡
鉄
斎
自
画
賛
一
面
　
明
治
時
代
　
高
阪
正
夫
氏
寄
贈

4
　
焼
栗
燻
酒
　
富
岡
鉄
斎
自
画
賛
一
面
　
明
治
時
代
　
高
阪
正
夫
氏
寄
贈

3
は
、
人
宮
川
に
か
か
る
三
橋
に
お
い
て
冨
岡
鉄
斎
ら
が
催
し
た
酒
宴
の
席
で
座
興
と
し
て
即
興
で

描
き
、
和
歌
を
添
え
た
作
口
削
り
4
は
、
3
と
北
ハ
に
揮
浸
さ
れ
た
作
品
で
、
本
来
な
ら
4
が
題
字
と
し
て

3
と
と
も
に
巻
子
と
し
て
表
几
ハ
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

5
　
平
安
建
都
千
百
年
記
念
木
版
桓
武
天
皇
御
展
影
図
一
幅
　
丸
尾
俊
彦
氏
寄
贈

平
安
建
都
一
一
〇
〇
隼
の
翌
．
隼
、
明
治
二
八
年
二
八
九
五
）
　
に
、
延
柄
守
に
て
創
建
に
ゆ
か
り
の

深
い
如
武
天
皇
を
顕
彰
し
た
紀
念
大
法
行
が
執
り
行
わ
れ
た
r
　
そ
れ
に
伴
い
、
延
暦
寺
が
、
伝
来
の
恒

武
人
皇
御
定
影
を
総
木
版
摺
り
の
複
製
に
し
て
跡
布
し
た
も
の
・

6
　
絵
変
り
十
種
大
津
絵
貼
交
屏
風
　
六
曲
一
隻
　
明
治
・
大
正
時
代
　
宮
川
昌
幸
氏
寄
贈

卜
種
大
津
絵
が
、
パ
ロ
デ
ィ
化
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
　
例
え
ば
長
〃
弁
慶
と
釣
鐘
弁
慶
を
融
合
さ

せ
、
さ
ら
に
猿
の
　
「
釣
鐘
龍
山
」
　
の
画
題
も
成
軋
り
込
む
な
ど
、
本
来
の
人
津
絵
の
図
柄
を
大
別
に
ア
レ

ン
シ
し
て
い
る
－

7
　
滋
賀
県
物
産
陳
列
場
土
産
物
関
係
資
料
一
括
　
大
正
・
昭
和
　
深
津
良
樹
氏
寄
贈

同
陳
列
場
で
は
県
内
企
業
の
要
望
に
応
じ
、
県
内
の
卜
種
物
の
図
案
等
の
作
成
を
仲
介
し
た
．
そ
れ

ら
の
図
案
等
や
人
津
絵
関
係
絵
葉
燕
＝
類
が
含
ま
れ
て
お
り
、
¶
畔
の
県
物
鍾
陳
列
場
り
情
動
や
、
物
正

目
州
の
制
作
過
程
に
関
す
る
好
倶
椚

8
　
M
・
ダ
ウ
ン
テ
ン
タ
イ
著
作
等
関
係
資
料
一
括
　
明
治
～
昭
和
　
河
瀬
文
太
郎
氏
寄
贈

マ
ッ
ク
ス
二
′
ル
ベ
ル
ト
・
ダ
ウ
ン
テ
ン
ダ
イ
・
「
八
六
L
～
．
九
．
八
∵
　
は
日
本
に
－
．
〃
」
ち
寄
っ
た

際
に
、
近
江
八
景
の
風
景
に
心
を
打
た
れ
　
¶
近
江
八
景
の
幻
影
「
　
を
署
述
し
た
　
本
里
村
は
、
翻
訳
〓

版
し
た
寄
冊
常
に
対
し
贈
ら
れ
た
初
版
本
　
（
．
九
二
隼
）
　
を
始
め
と
す
る
一
連
の
苦
作
な
ど
の
関
係

・

、

■

■

ヽ

■

．

■

9
　
露
国
皇
太
子
殿
下
見
舞
品
献
上
に
付
礼
状
一
紙
　
明
治
時
代
　
澤
田
嗣
郎
氏
寄
贈

明
治
∵
川
里
二
八
九
二
　
付
目
一
一
日
、
ロ
シ
ア
皇
太
「
ニ
コ
ラ
イ
は
大
潮
汽
船
で
情
崎
の
松
を

見
学
し
た
。
大
津
小
作
発
生
後
、
余
日
か
ら
H
l
。
人
「
の
も
と
へ
見
舞
‖
州
が
贈
ら
れ
た
が
、
礼
状
は
寄
贈

符
の
机
父
安
次
郎
氏
が
「
唐
崎
古
松
実
生
壱
盆
」
を
献
上
し
た
こ
と
に
対
し
、
卜
阪
本
付
に
か
ら
発
行

さ
れ
た
も
の
－

1
0
　
明
治
大
正
昭
和
期
地
図
資
料
一
括
　
明
治
～
昭
和
時
代
　
　
大
橋
浩
二
戻
寄
贈

明
治
か
ら
昭
和
時
代
の
各
府
県
地
図
な
ど
の
一
折
倶
料
・
¶
時
の
街
道
や
鉄
道
網
な
ど
も
詳
細
に
記

入
さ
れ
て
お
り
、
近
代
史
の
調
査
や
研
究
に
は
恰
好
の
門
並
資
料
で
あ
る



購入4　　朝熊山雨宝童子図

受贈1　　　　紙本書色金剛童子像

購入5　　　　　　　　手彩色古写真　大津石山

3

受贈5　木版桓武天皇御展影図

二章二堅］
焼栗援酒

乱掘菅

受贈3

受贈7　滋賀県物産陳列場土産物
関係資料

受贈6　絵変り十種大津絵貼交屏風（部分）

日枝三橋上酒宴図

受贈12　東海道五十三次蒔絵杯

受贈9　露国皇太子殿下見舞品献上の礼状
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松本英雄氏撮影航空写真

（琵琶湖大橋と水上飛行機）

二谷信太郎氏撮影写真

（びわ湖ハレイ）

大津絵太図解
開催中　5月27日（日）まで

江戸時代を通じて大津の代表的な名産であった大津絵。当時の日本各地

における土産物番付においても、西の前頭にあげられています。大津絵か

売り始められたのは、近世の東海道の整備が始まった江戸時代初期と推定

され、寛文元年（1661）の文献に確認することができます。

その当初は、もっぱら仏画が描かれていましたが、土産物競争の中で、

浮世絵や絵本の流行に歩調を合わせた大衆化路線へ進みます．‥，そして江戸

時代中・後期には、美人画や役者絵的な画題をはじめ、動物や鬼を擬人化さ

せて滑稽に描く風刺画のキャラクターたちを登場させ、旅人の心をつかん

でいきました。その当時の人気ぶりは、同時代の浄瑠璃や謡曲などにも取

り上げられたことからもうかがわれます。

本展では、伝統的な仏画や日本絵画における尊像やモチーフが、大津絵

では制作・販売上の理由で、どのように簡略化されているのか、また、風

刺や滑稽、教訓、護符の意味によって、どのようにアレンジされているの

かについて展示で図解しながら大津絵キャラクターの図像を紹介します。，

4

〓
　
俳
句
比
叡
山
を
越
え
て
　
荻
原
井
泉
水
筆
一
幅
　
昭
和
時
代
　
　
高
阪
正
夫
氏
寄
贈

俳
句
機
関
誌
「
層
雲
」
　
の
主
宰
・
荻
原
‖
泉
水
が
坂
本
来
訪
畔
に
揮
・
‥
℃
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
■
■
砦
梧

桐
と
進
め
た
新
傾
′
回
俳
句
運
動
の
作
風
と
は
…
＝
‥
な
り
、
晩
牛
の
平
明
な
∵
生
俳
句
調
の
句
二
古
か
え
で

一
二
倍
の
茶
尻
に
　
お
り
つ
き
ぬ
」

1
2
　
東
海
道
五
十
三
次
蒔
絵
杯
・
杯
台
　
十
三
客
・
一
室
　
明
治
時
代
　
高
阪
正
夫
氏
寄
贈

束
泡
追
行
十
．
▲
次
を
十
一
二
客
の
入
れ
十
杯
に
蒔
絵
し
た
什
器
　
歳
塞
。
．
友
一
松
竹
梅
）
杯
否
が
附
捕

す
る
明
治
初
期
の
漆
芸
U
明
日

1
3
　
伊
万
里
染
付
木
賊
兎
文
三
ツ
組
皿
一
組
　
明
治
時
代
　
　
　
高
阪
正
夫
氏
寄
贈

薄
手
で
精
巧
に
成
形
さ
れ
た
伊
万
里
の
染
付
．
無
銘
■
絵
付
け
も
、
細
線
に
よ
っ
て
乱
れ
な
く
精
緻

に
描
写
さ
れ
て
お
り
、
明
流
刑
ら
し
い
高
度
な
技
術
を
み
せ
る
r
＝

1
4
　
坂
本
名
所
誌
　
吉
田
初
三
郎
画
一
点
　
大
正
五
年
二
九
〓
ハ
）
　
　
高
阪
正
夫
氏
寄
贈

坂
本
保
勝
仝
∵
代
来
者
は
坂
本
村
村
長
一
が
発
行
し
た
名
所
案
内
　
ハ
ノ
ラ
マ
鳥
腑
図
で
有
れ
な
上
目

‖
初
三
郎
の
初
期
の
作
目
州

1
5
　
松
本
英
雄
氏
撮
影
航
空
写
苫
〓
松
本
英
和
氏
寄
贈
）
・
1
6
　
び
わ
湖
大
博
覧
会
関
係
資
料
（
森
み
ど

り
氏
寄
贈
）
・
1
7
　
〓
谷
信
太
郎
氏
撮
影
写
真
（
二
谷
信
太
郎
氏
寄
贈
）

1
5
は
昭
和
一
一
．
・
川
0
車
代
に
浜
人
津
を
発
右
し
て
い
た
水
上
飛
行
機
の
パ
ィ
ロ
ッ
ト
で
あ
∵
た
父
＝
火

雉
代
が
、
卜
空
か
ら
の
町
亜
み
等
を
詳
細
か
つ
広
域
に
記
録
し
た
も
の
　
1
6
は
仲
覧
会
設
計
首
の
砂
州

爪
雅
代
が
記
録
し
た
写
真
や
記
車
な
ど
。
1
7
は
昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
琵
琶
湖
周
辺
に
次
ん
・
と
例
設
さ
れ

た
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
中
心
に
、
琵
琶
湖
周
辺
の
組
氾
地
の
蟻
千
が
記
録
さ
れ
て
い
る
・

1

8

　

防

火

水

槽

　

一

基

　

昭

和

時

代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

川

村

鯛

平

氏

寄

贈

人
半
洋
戦
中
．
叫
、
米
吊
に
よ
る
空
襲
に
備
え
て
設
閏
し
た
防
火
水
槽
㌧
大
津
で
は
昭
和
一
八
年
頃
か

ら
本
洛
化
し
た
と
み
ら
れ
る

大
津
絵
　
鬼
鼠
柊
　
本
館
蔵



当館で紹介した作品が市指定文化財になります

大津市歴史博物館では、地域に眠る文化財を調査研究し、展覧会等で紹介させていただき、

市民の郷土への愛着と理解をより深めていただくよう努力してきました。今回、こうした流れ

の中で展示させていただいた作品が大津市有形文化財に指定されることになりました。大津市
さんのうこう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しト　上しさ／LLりう∵LL．た　Ll＋り

坂本の山王講で守り伝えられてきた日吉山王豊奈羅図がそれです。

大津市坂本を起源とし、延暦寺や日吉大社への信仰の中で産み出されてきた絵画作品として

「日吉山王量奈羅図」があり、山王信仰が全国に広まるなかで、各地に中世を遡る作品が残さ

れています。当館では、こうした「日吉山王量奈羅図」を中心に、山王信仰にかかわる作品を

集めた展覧会として、平成18年企画展「天台を護る神々」、平成23年「日吉の神と祭」を開

催してきました。その中で、地元坂本で守り伝えられてきた山王講の本尊である「日吉山王量

奈羅図」についても、格別のご理解を得て展示させていただきました。

山王講は、延暦寺と係りの深い山門公人の伝統を持つ家々で結成されている講で、かつて六

つの講がありました。この講に古い「日

吉山王豊奈羅図」が伝えられていること

は、江戸時代の記録にも見られますが、

実際の作品が紹介されたのは、当館の展

覧会がはじめてです。現在ある講のうち、

四つの講に伝わる「日吉山王豊奈羅図」

が中世に遡る責重な作品で、美術作品と

しても貴重ですし、坂本の歴史を反映し

守り伝えられてきたことも貢重な事例で

す。こうしたことから、本年度、大津市

の有形文化財に指定されることになりま

した。

市内にはまだまだ多くの貴重な資料が

埋もれているものと思われます。博物館

としては、こうした資料の発掘と、調査

研究を経た上での展示紹介という作業を

地道に続けていき、大津の文化を再発見

していただけるきっかけになればと願っ

て活動しています。　　　（和田光生） 絹本著色白吉山王垂迩神量奈羅図
り　　し　‡1／．ノ
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柳宗悦が惚れ込んで装いを仕立てた大津絵長刀弁慶

民芸運動提唱者の柳宗悦（1889－1961）は言わば民芸スタイリストでもありました。日本民芸館も柳の民

芸美学で構築された空間ですが、本館所蔵品にも、表具・箱など一式が柳好みに仕立てられた「大津絵　長

刀弁慶」があります。では、柳のお好み仕立てを具体的に見ていきましょう。

まず、箱蓋表書・幌口貼・軸衰貼の外題ですが、全て柳の自筆です。帳は和更紗と思われる裂を貼った特

製です。そして表具裂は、柳自らの好みによる丹波布を廻し、友人の陶芸家バーナード・リーチによる辰砂

柚の陶軸が取り合わされています。まさに柳が全面的に関与した至れり尽くせりの跳えです。なお、表具全

体の天地のバランスが、通常の袋表具に比べ、地（下）が若干長い点も、柳独自の好みと思われます。柳が

大津絵の表具に好んだ丹波布は、糸の組織が太く不揃いで、きれいに巻く軸には適さない裂地ですが、表具

の裏打ち紙の増裏を省略し、肌裏と総嚢で仕立て、軸として巻けるよう工夫しています。

増裏紙がない分、丹波布の組織の凹凸が軸の衰貼に露わに出ており、手に取るとごつご

つした感触のお軸ですが、逆にその風合いが、結果的に柳の民芸的美学に適ったのでしょ

う。リーチの軸首も、焼成時の収縮のため、左右で形状が異なります。江戸期のうぶな

描き表具が残る大津絵が重要なことは言うまでもありませんが、柳の美学の重装備で固

められた大津絵もまた、大津絵の歴史の一時代を物語る作例です。　　（横谷賢一郎）
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